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「
退

晟

」

先
日
私
の
伯
母
さ
ん
の
法
事

の
為
、
水
戸
市
吉
田
町
の
天
台

宗
薬
二
院
を
訪
ね
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
大
変
立
派
な
お
寺

に
は
、
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て

法
事
中
、
お
寺
の
奥
さ
ん
が
ご

詠^
歌
を
お
唱
え
さ
れ
た
こ
と
に

二
度
目
の
驚
き
を
覚
え
ま
し
た
。

内
心

「
教
化
活
動
に
熱
心
だ
」

と
感
心
し
ま
し
た
。

帰
り
に

「宝
暦
」
を

い
た
だ

い
て
来
ま
し
た
。
読
ん
で
み
ま

す
と
感
心
す
る
こ
と
が
沢
山
載
っ

て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

仏
教
用
語
解
説
と
や
つ
頁
に
「退

屈
」
に
つ
い
て
、
『
人
間
ひ
ま
で
退

屈
だ
と
ろ
く
な
こ
と
を
考
え
ま
せ

ん
し
、
ま
わ
り
も
そ
れ
と
分
か
る

と
厳
し
い
態
度
で
接
し
て
き
ま
す
。

う

っ
か
り
「あ
―
退
屈
だ
な
あ
」

な
ん
て
言

つ
て
大
あ
く
び
を
し

住
職
　
薗
部
　
義
光

て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
よ
う
も
の

な
ら
奥
様
に

「
洗
濯
物
を
取
り

込
ん
で
ち
ょ
う
だ
い
。
そ
の
あ

と
大

の
お
散
歩
の
つ
い
で
に
、

葉
書
を
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
、

そ
の
足
で
お
夕
飯
の
買
い
物
を

し
て
、
そ
れ
か
ら
…
…
」
と
矢

継
ぎ
早
に
用
事
を
言
い
つ
け
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

い
ま
退
屈
と

い
い
ま
す
と
、

当
面
ひ
ま
で
や
る
こ
と
が
な
く

時
間
を
も
て
あ
ま
す
と
い
う
意

味
で
使
わ
れ
ま
す
。

で
も
本
来
は
、
退
き
屈
す
る

こ
と
で
、
仏
道
修
行
の
困
難
に

負
け
て
、
修
行
し
よ
う
と
す
る

気
が
く
じ
け
て
し
ま
う
こ
と
を

い
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
人
生
で
す
。
あ
ま

り
退
屈
し
て
い
る
暇
は
な
さ
そ

う
で
す
。
』
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褥
荀
蝠
蜀
靡
淵゙蝠

第

一
回
龍
谷
院
壇
信
徒
の
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
が
、
五
月
二
十

一
日
に
城

里
町
春
園
に
あ
る
水
戸
レ
イ
ク
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
快
晴
で
絶
好
の
ゴ
ル
フ

日
和
に
恵
ま
れ
、
競
技
委
員
の
ル
ー

ル
説
明
、
住
職
さ
ん
に
よ
る
始
球
式

を
行
い
、
参
加
者
二
十
六
名
が
ア
ウ

ト
　
イ
ン
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、　
一
斉

に
ブ
レ
ー
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

プ
レ
ー
終
了
後
、
午
後
三
時
半
よ

り
龍
谷
院
の
観
音
堂
に
於
い
て
、
参

加
者
参
列
の
も
と
住
職
さ
ん
の
ご
祈

祷
を
賜
り
、客
殿
に
て
表
彰
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
月
曜
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
龍

谷
院
檀
信
徒
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の

趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
多
く

幹

事

長

　

橋

本

　

茂

の
参
加
を
賜
り
盛
大
に
開
催
出
来
ま

し
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

冒
頭
に
第

一
回
目
と
記
し
ま
し
た

が
、
今
後
こ
の
親
睦
の
ゴ
ル
フ
大
会

は
、
年

一
回
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
日
ご
ろ
檀
信
徒
の
交

流
す
る
機
会
が
少
な
く
、
ゴ
ル
フ
を

通
し
て
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
ら
れ
、

ま
た
龍
谷
院
と
檀
家
と
の
交
流
も
盛

ん
と
な
り
龍
谷
院
の
更
な
る
発
展
と
、

皆
様
方
の
益
々
の
ご
繁
栄
に
繁
が
る

こ
と
と
確
信
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
檀
信
徒
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

皆
様
方
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
回

を
重
ね
龍
谷
院
の
重
要
か
つ
伝
統
あ

る
大
会
に
育

っ
て
行
く
こ
と
を
念
じ

て
お
り
ま
す
。

ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
と
、

過
分
な
る
協
賛

を
頂
き
ま
し
た

業
者
の
皆
様
方

の
ご
協
力

に
、

厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
し

て
、

幹
事

一
同
を
代

表

い
た
し
ま
し

て
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

優勝者 森木 務さんスター トを持つ参力1者

ニアビン賞 4ヽ森 偕司さん
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¨
鋤 聰

第2回 檀信徒ゴルフ大会
一参加者募集中一
日市ti…    C=)―

※後日、詳細をお知らせ します。

優
勝
　
　
　
　
森
木
　
　
務
様

ニ
ア
ピ

ン
賞
　
小
森
　
偕
司
様

ク
　
　
　
小
森
　
勝

一
様

ク
　
　
　
東
村
　
　
博
様

ク
　
　
　
杉
山
二
十
雄
様

ド
ラ
コ
ン
賞
　
加
藤
本
正
明
様

″
　
　
　
川
野
辺
茂
之
様

ク
　
　
　
廣
木
　
和
久
様

″
　
　
　
廣
木
　
和
久
様

ゴ

ル

フ

役

員

の

紹

介

幹
事
長
　
　
橋
本
　
　
茂
様

会
計
　
　
　
加
藤
本
勝
三
様

競
技
委
員
　
小
幡
　
利
克
様

会
計
補
佐
　
仲
田
　
昭
子
様

ク
　
　
高
堀
　
優
子
様

ク
　
　
橋
本
千
恵
子
様

鶉轟202月発輻
申込は各地区のお世話人へ、
お願いします。 千手観音 一龍谷院
平
成
20
年
の
厄
年

http://www9.ocn.ne.jp/～ ryukoku



平成19年 10月 1日 龍 谷 院 だ よ り 第19号 (4)

十
月
か
ら
の
行
事
予
定

平
成

十

九
年

三
月

～
九

月
迄

行
事

（檀

務

以
外

の
行
事

）

〇
三
月
十
六
日

本
寺
本
葬
儀
の
導
師
を
務
め
る

〇
四
月
八
日
　
佛
誕
会

（花
祭
り
）

〇
五
月
二
十

一
日

檀
信
徒
ゴ
ル
フ
大
会

五
月
十
六
日

梅
花
流
全
国
大
会

～
十
七
日

　

於
一埼
玉
ア
リ
ー
ナ

六
月
二
十
九
日

教
誨
師
会
群
馬
大
会

八
月

一
日
　
　
〓目
泉
寺
施
食
会

三
日
　
　
慈
雲
寺
施
食
会

五
日
　
　
高
長
寺
施
食
会

七
日
　
　
松
吟
寺
施
食
会

九
日
　
　
龍
谷
院
施
食
会

十
日
　
　
弘
願
寺
施
食
会

十
四
日
　
龍
昌
院
施
食
会

『
編
集
後
記
』

前
回
の
寺
報
を
出
し
て
以
来
す

で
に
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
振
り
返
る
と
住
か
の
間
に
本
当

に
沢
山
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

五
月
に
は
梅
花
流
全
国
大
会
の
埼

玉
会
。
そ
し
て
か
ね
て
よ
り
計
画
を

し
て
い
ま
し
た
第

一
回
目
の
記
念
す

べ
き
檀
信
徒
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
無
事
に
成
功
裏
に

出
来
ま
し
た
。
（詳
し
く
は
別
紙
に
て
）

八
月
は
、
特
に
猛
暑
日
が
続
き

『暑

い
―
暑
い
―
』
と
皆
共
々
に
連

発
す
る
夏
で
し
た
。

下
阿
野
沢
　
菊
地
　
　
満
様

一
、
花
木

（ア
ジ
サ
イ
株
）

水
戸
市
　
　
江迅
藤
　
和
彦
様

高
根
　
　
　
加
藤
　
盛

一
様

孫
娘
　
　
　
河
崎
藤
太
郎
様

″
　

　

　

加
藤
本
勝
三
様

上
阿
野
沢
　
高
堀
　
政
昭
様

日
立
市
　
　
一畠
田
　
″即
男
様

御
前
山
　
　
仲
田
　
昭
子
様

石
塚
　
　
　
綿
引
生
花
店
様

私
が
か
ね

て
よ
り

の
願

い
は
、

夏

の
施
餓
鬼
会

の
時
期
に
な
る
と

青
労
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
施
餓
棚
で
す
。
簡
単
に
ひ
と

り
で
も
組
立
可
能
な
物
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
寄
進
者
が
あ
り
ま
し
た
ら

申
し
出
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

十
月
十
六
日

十

一
月
二
日

十

一
月
四
日

十

一
月
五
日

十

一
月
二
十
六
日

十
二
月
五
日

十
二
月
八
日

十

二
月
十
三
日

平
成
二
十
年

一
月

一
日
　
　
　
正
月
祈
祷
会

二
月
二
日

　

　

林即
分
会

花

の
寺
会
主
催

ゴ
ル
フ
大
会

龍
昌
院
落
慶
式

の

導
師
一
乗
院
落
慶
式

当
山
開
山
忌

天
徳
寺
開
山
忌

円
通
寺
達
麿
忌

当
山
四
十
三
世
栄
重

宗
天
大
和
尚
三
回
忌

県
梅
花
大
会

http://www9.ocn.ne ip/～ ryukoku


